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一　
は
じ
め
に
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
の
現
存
す
る
千
五
十
八
話
の
中
に
、
鬼
に
關
す
る
話
は
數
多
い
。
單
な
る
「
鬼
」
と
い
う
文
字
が
み
え
る
話
だ
け
で
も
百
十
話
あ
り
、
全
體
の
ほ
ぼ
十
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、「
鬼
」
と
い
う
言
葉
が
な
く
て
も
鬼
話
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
（
同
類
話
に
鬼
と
し
て
登
場
す
る
）
話
も
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
物
の
怪
異
が
鬼
と
さ
れ
る
話
の
一
群（１）が
本
朝
世
俗
部
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
註
目
さ
れ
る
。
出
典
未
詳
の
こ
れ
ら
の
話
が
、
果
た
し
て
日
本
獨
自
の
發
想
の
下
で
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
外
來
の
影
響
に
大
い
に
依
據
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、『
今
昔
』
に
お
け
る
鬼
話
の
形
成
や
配
置
の
基
準
の
究
明
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
で
取
り
扱
う
水
の
精
に
關
す
る
說
話
と
そ
の
類
話
に
對
す
る
考
察
は
、
こ
の
作
業
の
一
環
で
あ
る
。
『
今
昔
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
0
0
0
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
は
、
冷
泉
院
の
池
に
棲
み
、
人
を
か
ら
か
う
水
の
精
で
あ
る
小
柄
な
翁
が
繩
で
捕
え
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
類
話
と
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
以
下
『
宇
治
拾
遺
』
と
略
す
）
百
五
十
八
「
陽0
成0
院0
妖
物
事
」
の
ほ
か
、『
尊
卑
分
脉
』
源
時
中
の
條
に
單
な
記
錄
が
あ
る
。
同
じ
場
所
に
起
き
た
同
一
事
件
を
、『
今
昔
』
は
水
の
精
が
退
治
さ
れ
る
武
勈
傳
と
解
釋
し
て
い
る
の
に
對
し
、『
宇
治
拾
遺
』
は
人
閒
が
水
の
物
（
妖
物
）
に
喰
わ
れ
る
話
と
し
て
い
る
。『
今
昔
』
は
『
宇
治
拾
遺
』
と
同
じ
構
造
を
持
ち
な
が
ら
も
、
結
末
が
こ
れ
だ
け
異
な
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
話
を
扱
っ
た
先
行
硏
究
に
は
、
三
原
由
起
子
氏（２）と
酒
井
美
沙
世
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
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精
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人
形
被
捕
語
」
考
　
　
　
　
　
―
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氏（３）の
論
考
が
あ
る
。
三
原
氏
は
『
今
昔
』
の
話
を
解
釋
す
る
た
め
に
『
宇
治
拾
遺
』
を
引
用
し
て
い
る
。
一
方
、
酒
井
氏
は
『
宇
治
拾
遺
』
を
解
釋
す
る
た
め
に
『
今
昔
』
を
引
い
て
い
る
。
兩
氏
の
硏
究
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
怪
異
の
起
っ
た
場
所
に
註
目
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
の
怪
異
そ
の
も
の
、
ま
た
水
の
怪
異
と
冷
泉
院
・
陽
成
院
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
兩
氏
と
も
詳
し
く
檢
討
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文
は
、『
今
昔
』
と
『
宇
治
拾
遺
』
と
の
相
違
、
つ
ま
り
怪
異
の
現
れ
た
場
所
・
怪
異
の
登
場
・
怪
異
へ
の
對
處
・
怪
異
の
正
體
・
後
日
談
と
い
う
五
つ
の
面
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
に
登
場
す
る
水
の
精
と
水
の
物
の
性
質
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
が
話
の
成
立
と
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
下
、
Ⅰ
〜
Ⅴ
に
本
文
を
分
け
て
順
に
摘
出
し
つ
つ
、
問
題
點
を
論
じ
て
い
く
。
　
　
二　
怪
異
の
現
れ
た
場
所
Ⅰ『
今
昔
』「
冷
泉
院
0
0
0
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
今
昔
、
陽
成
院
ノ
御
マ
シ
ケ
ル
所
ハ
、
二
條
ヨ
リ
ハ
北
、
西
ノ
洞
院
ヨ
リ
ハ
西
、
大
炊
ノ
御
門
ヨ
リ
ハ
南
、
油
ノ
小
路
ヨ
リ
ハ
東
二0
町0
ニ
ナ
ム
住
セ
給
ケ
ル
ニ
、
院
ノ
不
御
サ
デ
後
ニ
ハ
、
其
ノ
冷
泉
院
ノ
小
路
ヲ
バ
開
テ
、
北
ノ
町
ハ
人
家
共
ニ
成
テ
、
南
ノ
町
ニ
ゾ
池0
ナ
ド
少
シ
殘
テ
有
ケ
ル
。
『
宇
治
拾
遺
』「
陽0
成0
院0
妖
物
事
」
今
は
昔
、
陽
成
院
お
り
居
さ
せ
給
て
の
御
所
は
、
宮
よ
り
は
北
、
西
洞
院
よ
り
は
西
、
油
小
路
よ
り
は
東
に
て
な
ん
あ
り
け
る
。
そ
こ
は
、
物
す
む
所
に
て
な
ん
あ
り
け
る
。
大
な
る
池0
の
あ
り
け
る（４）。
兩
話
の
題
目
を
見
る
限
り
で
は
、
事
件
の
起
こ
っ
た
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
文
中
の
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
兩
書
の
位
置
情
報
に
關
す
る
記
述
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
と
も
に
陽
成
天
皇
が
退
位
し
て
か
ら
の
御
所
に
當
た
る
陽0
成0
院（５）0
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
世
閒
的
に
は
、
陽
成
院
よ
り
、
陽
成
天
皇
が
晩
年
を
送
っ
た
冷
泉
院
0
0
0
（
冷
然
0
0
院
（
６
）
0
）
の
方
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、兩
者
の
位
置
は
【
圖
１
】
に
示
し
た
よ
う
に
、わ
ず
か
一
町
（
約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
も
し
現
在
我
々
が
目
に
す
る
『
今
昔
』の
こ
の
題
目
が
說
話
と
共
に
成
立
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『
今
昔
』
の
こ
の
話
が
、『
宇
治
拾
遺
』
よ
り
後
に
成
立
し
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
今
昔
』
の
題
目
は
、
陽
成
天
皇
の
た
め
に
陽
成
院
と
い
う
御
所
が
あ
っ
た
こ
と
を
世
閒
に
忘
れ
ら
れ
た
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
池
の
大
き
さ
な
ど
御
所
の
零
落
し
た
樣
子
の
具
合
か
ら
も
、『
今
昔
』
の
方
が
新
し
い
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
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こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
今
昔
』
の
題
目
に
あ
る
冷
泉
院
は
陽
成
院
の
誤
用
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
で
は
、「
物
す
む
所
」
で
知
ら
れ
る
陽
成
院
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
陽
成
院
に
關
す
る
記
錄
が
少
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
誤
用
さ
れ
た
冷
泉
院
の
樣
子
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
『
枕
草
子
』
第
二
十
段
に
は
、
屋
敷
の
代
表
と
し
て
、
二
條（７）
と
冷
泉
院
の
名
が
み
え
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。
家
は
近
衞
の
御
門
・
二
條
0
0
・
み
か
ゐ
・
一
條
も
よ
し
。
染
殿
の
宮
・
淸
和
院
・
す
が
原
の
院
・
れ
ん
ぜ
い
院
0
0
0
0
0
・
閑
院
・
朱
雀
院
・
小
野
宮
・
紅
梅
・
あ
が
た
の
ゐ
ど
・
た
け
三
條
・
小
八
條
・
小
一
條
。
太
田
靜
六
氏
の
寢
殿
造
に
關
す
る
硏
究
に
よ
れ
ば
、
兩
方
と
も
寢
殿
造
の
代
表
と
し
て
名
高
い（８）と
い
う
。
寢
殿
造
の
源
流
が
中
國
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
太
田
氏
の
論
證
に
は
、
贊
同
に
値
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
寢
殿
造
が
流
行
っ
た
背
後
に
は
ど
の
よ
う
な
思
想
的
な
背
景
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
水
の
怪
異
は
ど
う
や
っ
て
そ
れ
と
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
菅
原
文
時
（
八
九
九
〜
九
八
一
）
は
、「
暮
春
侍
二
宴
冷
泉
院
0
0
0
池
亭
一
同
賦
二
花
光
水
上
浮
一
應
レ
製
」（『
本
朝
文
粹
』
卷
十
［
三
〇
〇
］）
に
お
い
て
、
冷
泉
院
の
風
景
を
書
き
記
し
た
。
註
目
す
べ
き
は
、
左
記
の
點
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
冷
泉
院
を
仙
境
と
見
立
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
冷
泉
院
0
0
0
者
、
萬
葉
之
仙
宮
0
0
、
百
花
之
一
洞
0
0
也
。
景
趣
幽
奇
、
烟
霞
勝
絶
。（
中
略
）
嗟
呼
、
花
之
遇
レ
時
、
水
之
得
レ
地
者
歟
。
夫
布
レ
政
之
庭
、
風
流
未
三
必
敵
二
於
崑0
閬0
一、
レ
之
者
此
地
也
、
好
レ
文
之
代
、
德
化
未
三
必
光
二
於
黃
炎
一、
レ
之
者
我
君
也
。
故
筆
硯
承
レ
恩
、
絲
竹
含
レ
賞
。
卽
將
下
閱
二
詩
律
一、
以
爲
二
擇
レ
賢
之
衟
一、
播
二
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樂
章
一、
以
爲
中
易
レ
俗
之
音
上
也
。
明
圣
之
事
、
猗
乎
盛
哉
。
こ
の
對
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
卷
下
「
帝
王
」［
六
六
〇
］
に
收
錄
さ
れ
、
當
時
よ
く
知
ら
れ
た
摘
句
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
崑
閬
」
は
、
崑
崙
山
に
あ
る
仙
人
の
住
む
閬
苑
の
こ
と
で
、「
蓬
萊
」
と
共
に
仙
山
を
代
表
す
る
常
套
表
現
で
あ
る
。
例
え
ば
、鮑
昭
の
「
舞
鶴
賦
」（『
文
選
』
卷
十
四
）
に
は
、「
散
二
幽
經
一
以
驗
レ
物
、
偉
二
胎
化
之
仙
禽
一。
鍾
二
浮
曠
之
藻
質
一、抱
二
淸
廻
之
明
心
一。指
二
蓬
壺
一
而
飜
レ
翰
、望
二
崑0
閬0
一
而
揚
レ
音
。
匝
二
日
域
一
以
廻
鶩
、
窮
二
天
步
一
而
高
尋
、
踐
二
神
區
一
其
既
遠
、
積
二
靈
祀
一
而
方
多
」
と
あ
り
、仙
禽
で
あ
る
鶴
の
出
沒
す
る
仙
山
と
し
て
「
蓬
壺
」
と
「
崑
閬
」
が
對
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
庭
園
を
、
神
仙
鄕
に
模かたど
る
の
は
、
菅
原
文
時
の
よ
う
な
文
人
に
限
っ
て
す
る
こ
と
で
は
な
い
。『
扶
桑
略
記
』
應
德
三
年
（
一
〇
八
六
）
十
月
十
三
日
條
に
は
、
鳥
羽
山
莊
に
後
院
が
新
た
に
作
ら
れ
た
時
、
池
を
掘
っ
た
り
筑
山
を
作
っ
た
り
し
て
、
蒼
海
に
聳
え
る
蓬
萊
山
に
𧰼かたどり
な
が
ら
中
の
島
を
造
營
し
た
記
錄
が
み
え
る
。
公
家
近
來
九
條
以
南
鳥0
羽0
山
莊
0
0
新
建
二
後
院
一、
凡
卜
二
百
餘
町
一
焉
。
（
中
略
）
五
⺇
七
衟
六
十
餘
州
、
皆
共
課
役
、
掘
レ
池0
筑
レ
山0
。
自
二
去
七
月
一、
至
二
于
今
月
一、
其
功
未
レ
了
。
洛
陽
營
々
無
レ
過
二
於
此
一
矣
。
池0
廣
南
北
八
町
、
東
西
六
町
。
水
深
八
尺
有
餘
、
殆
近
二
九
重
之
淵
一。
或
模
二
於
蒼
海
一
作
レ
嶋0
、
或
寫
二
於
蓬0
山0
一
疊
レ
巖
。
泛
レ
船
飛
レ
帆
、
烟
浪
激
々
、
飄
レ
棹
下
レ
碇
、
池
水
湛
々
、
風
流
之
美
、
不
レ
可
二
勝
計
一。
要
す
る
に
、
寢
殿
造
が
主
流
で
あ
っ
た
平
安
期
の
庭
園
造
り
に
お
い
て
は
、
池
と
中
の
島
が
不
可
缺
な
要
素
で
、
し
か
も
そ
の
造
形
が
蓬
萊
山
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
理
念
は
、
現
存
最
古
の
庭
園
書
で
あ
る
『
作
庭
記（９）』
に
確
認
で
き
る）（（
（
。
次
に
關
係
す
る
記
錄
を
四
箇
條
あ
げ
て
お
く
。
ⅰ
石
を
た
つ
る
に
ハ
、
お
ほ
く
乃
禁
忌
0
0
あ
り
。
ひ
と
つ
も
こ
れ
を
犯
つ
れ
ば
、
あ
る
じ
常
ニ
病
あ
り
て
、
つ
ひ
に
命
を
う
し
な
ひ
、
所0
乃
荒
廢
し
て
必
鬼
神
乃
す
み
か
と
な
る
べ
し
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
と
い
へ
り
。
ⅱ
池
の
ひ
ろ
き
と
こ
ろ
、
し
ま
の
ほ
と
り
な
ど
に
ハ
、
海
の
や
う
を
ま
な
び
、
野
筋
の
う
へ
に
ハ
、
あ
し
で
の
や
う
を
ま
な
び
な
ん
ど
し
て
、
た
ゞ
よ
り
く
る
に
し
た
が
ふ
な
り
。
ⅲ
池
は
か
め
0
0
、
も
し
ハ
つ
る
0
0
の
す
が
た
に
ほ
る
べ
し
。
水
ハ
う
つ
は
も
の
に
し
た
が
ひ
て
そ
の
か
た
ち
を
な
す
も
の
な
り
。
ま
た
祝
言
を
か
な
に
か
き
た
る
す
が
た
そ
な
ど
、
お
も
ひ
よ
せ
て
ほ
る
べ
き
か
な
り
。
ⅳ
泉
事　
人
家
ニ
泉
ハ
か
な
ら
ず
あ
ら
ま
ほ
し
き
事
也
。
暑
を
さ
る
こ
と
泉
に
ハ
し
か
ず
。し
か
れ
バ
唐0
人0
必
つ
く
り
泉
を
し
て
、
或
蓬0
萊0
を
ま
な
び
、
或
け
だ
も
の
ゝ
く
ち
よ
り
水
を
い
だ
す
。
『
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天
竺
に
も
須
逹
長
者
祗
洹
精
舍
を
つ
く
り
し
か
バ
、
堅
牢
地
神
來
天
泉
を
ほ
り
き
。
す
な
は
ち
甘
泉
是
也
。
吾
朝
に
も
、
圣
武
天
皇
東
大
寺
を
つ
く
り
た
ま
ひ
し
か
バ
、
小
壬
生
明
神
0
0
0
0
0
泉
を
ほ
れ
り
。
絹
索
院
の
閼
伽
井
是
也
。
こ
の
ほ
か
の
例
、
か
ず
へ
つ
く
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
右
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
庭
園
造
設
に
あ
た
っ
て
、
平
安
期
の
貴
族
た
ち
が
意
識
的
に
蓬
萊
な
ど
の
仙
境
を
か
た
ど
り
、
龜
・
鶴
な
ど
の
造
形
を
積
極
的
に
組
み
入
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、『
本
朝
文
粹
』や『
扶
桑
略
記
』
の
よ
う
な
漢
文
脉
だ
け
で
は
な
く
、
和
文
脉
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
平
安
末
期
の
私
家
集
『
康
資
王
母
集
』
に
は
、次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。
高
陽
院
0
0
0
殿
の
泉0
の
二
方
に
侍
を
、い
ど
み
か
は
し
參
ら
せ
給
ひ
て
、
た
て
石
0
0
0
を
い
ろ
ど
り
、
岩
の
か
ど
に
合
は
せ
て
ふ
だ
を
つ
く
ら
せ
給
て
、
繪
を
か
き
、
鶴
龜
0
0
を
つ
く
り
て
、
汀
に
立
て
ら
れ
た
り
。
內
の
御
方
の
す
け
の
命
婦
深
き
淺
き　
こ
な
た
か
な
た
の　
鶴
龜
0
0
の　
游
ふ
泉0
は　
い
は
ゐ
な
り
け
り
方
々
に　
す
む
鶴
龜
0
0
の　
游
ぶ
泉0
は　
い
は
ゐ
と
も
な
る
鶴
と
龜
は
不
老
長
壽
の
𧰼
徵
で
、
神
仙
思
想
と
も
深
く
關
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
造
形
が
庭
園
造
り
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、右
に
あ
げ
た『
作
庭
記
』
ⅳ
に
記
し
た
よ
う
に
、
中
國
側
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
中
國
に
お
け
る
庭
園
造
り
の
記
錄
は
、漢
代
以
來
盛
ん
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
漢
書
』
郊
祀
志
に
は
、
於
レ
是
作
二
建
章
宮
一、
度
爲
二
千
門
萬
戶
一。
前
殿
度
高
二
未
央
一。
其
東
則
鳳
闕
、
高
二
十
餘
丈
。
其
西
則
商
中
、
數
十
里
虎
圈
。
其
北
治
二
大
池0
一、
漸
臺
0
0
高
二
十
餘
丈
、
名
曰
二　
泰
液
一、
池
中
0
0
有
二
蓬0
萊0
・
方
丈
・
瀛
州
・
壺
梁
一、
𧰼0
二
海0
中
神
山
龜
魚
之
屬
0
0
0
0
0
0
0
一。
其
南
有
二
玉
堂
璧
門
大
鳥
之
屬
一、
立
二
神
明
臺
・
井
幹
樓
一、
高
五
十
丈
、
輦
衟
相
屬
焉
。（
卷
二
十
五
下
）
と
あ
り
、
漢
の
武
帝
の
治
世
に
泰
液
池
が
造
ら
れ
て
、
そ
の
中
に
蓬0
萊0
・
方
丈
・
瀛
州
・
壺
梁
な
ど
海
中
の
神
山
を
𧰼
っ
た
類
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
贅
澤
を
極
め
た
こ
の
上
林
苑
の
造
營
事
業
に
對
し
て
も
、
ま
た
そ
こ
で
行
わ
れ
た
故
事
に
そ
ぐ
わ
な
い
狩
獵
に
對
し
て
も
、
揚
雄
は
、
「
羽
獵
賦
序）（（
（
」
に
お
い
て
左
記
の
よ
う
な
諷
刺
の
意
を
表
し
た
。
武
帝
廣
開
二
上
林
0
0
一、
南
至
二
宜
春
・
鼎
胡
・
御
宿
・
昆
吾
一、
旁
二
南
山
一
而
西
、
至
二
長
楊
・
五
柞
一、
北
繞
二
黃
山
一、
瀕
レ
渭
而
東
、
週
袤
數
百
里
。
穿
二
昆
明
池
一
𧰼
二
滇
河
一、
營
二
建
章
・
鳳
闕
・
神
明
・
馺
娑
・
漸
臺
0
0
・　
泰
液
一、
𧰼
三
海
水
週
二
流
方
丈
・
瀛
洲
・
蓬0
萊0
一。
游
觀
侈
靡
、
窮
レ
妙
極
レ
麗
。
雖
下
頗
割
二
其
三
垂
一
以
贍
中
齊
民
上、
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至
二
羽
獵
一、
田
車
・
戎
馬
・
器
械
・
儲
偫
・
禁
禦
所
レ
營
、
尙
泰
奢
麗
誇
詡
、
非
二
堯
・
舜
・
成
湯
・
文
王
三
驅
之
意
一
也
。
又
恐
後
世
復
修
二
前
好
一、
不
三
折
中
以
二
泉
臺
一、
故
聊
因
二
校
獵
一
賦
以
風
。
こ
の
よ
う
な
造
營
事
業
が
し
き
り
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
劉
義
慶
の
『
幽
明
錄
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
怪
異
傳
承
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
す）（（
（
。
漢0
武
帝
0
0
與
二
群
臣
一
宴
二
未
央
殿
0
0
0
一。
方
啖
二
黍
臛
一、忽
聞
レ
語
、曰
「
老
臣
冐
死
自
訴
」。
尋
覓
不
レ
見
。
梁
上
有
二
一
公
0
0
一、
長
八
九
寸
0
0
0
0
、
拄
レ
杖
僂
步
。
帝
問
レ
之
、
公
下
稽
首
不
レ
言
、
目
仰
視
レ
屋
、
俯
指
二
帝
脚
一。
忽
然
不
レ
見
。
問
二
東
方
朔
一、
朔
對
曰
、「
其
名
爲
二
藻0
0
一、
水
木
之
精
0
0
0
0
也
。
夏
巢
レ
林
、
鼕
潛
レ
河
。
陛
下
興
二
造
宮
室
一、
斬
二
伐
其
居
一、
故
來
訴
耳
。
仰
視
レ
屋
者
、
殿
名
二
未
央
一
也
。
俯
視
レ
脚
者
、
脚
、
足
也
。
愿
止
二
足
於
此
一
也
」。
帝
爲
レ
此
暫
止
。
少
時
、
幸
二
河
渚
一。
聞
三
水
底
0
0
有
二
弦
歌
之
聲
0
0
0
0
一、
肴
膳
芬
芳
。
前
梁
上
公
乁
年
少
數
人
、
絳
衣
素
帶
、
皆
長
八
九
寸
0
0
0
0
0
、
陵
レ
波
而
出
。（
中
略
）
乃
獻
二
帝
一
紫
螺
一、殼
中
有
レ
物
、狀
如
二
牛
脂
一。（
中
略
）
東
方
朔
曰
、
「
螺
殼
中
是
蛟
髓
0
0
、
以
傅
レ
面
、
令
三
人
好
二
顏
色
一
」。
漢
の
武
帝
が
群
臣
と
未
央
殿
で
宴
を
擧
げ
て
い
る
時
に
、
突
然
誰
か
が
訴
え
る
聲
が
聞
こ
え
た
。
聲
の
持
ち
主
を
探
し
て
い
た
ら
、
身
長
八
寸
か
九
寸
ほ
ど
の
翁
が
宮
殿
の
梁
か
ら
降
り
て
き
て
、
武
帝
に
宮
室
の
造
營
を
止
め
て
ほ
し
い
と
願
い
出
し
て
か
ら
忽
然
と
し
て
消
え
去
っ
た
。
東
方
朔
が
、老
人
の
正
體
が
藻
と
い
う
水
木
の
精
で
あ
る
と
明
か
し
、
彼
の
訴
え
の
本
意
を
武
帝
に
說
明
し
た
。
す
る
と
、
武
帝
が
暫
く
造
營
事
業
を
停
止
し
た
と
こ
ろ
に
、老
人
は
同
類
を
率
い
て
水
底
よ
り
現
れ
、
自
分
た
ち
の
住
居
を
保
全
し
て
く
れ
た
武
帝
に
感
謝
し
、
蛟
髓
の
入
っ
た
紫
螺
を
獻
上
し
た
と
い
う
。
怪
異
の
主
體
で
あ
る
一
尺
ほ
ど
の
老
人
の
水
木
の
精
は
、『
今
昔
』
の
三
尺
ば
か
り
の
翁
の
水
の
精
と
重
な
っ
て
み
え
る
。
ま
た
、
原
住
者
で
あ
る
怪
異
が
や
っ
て
き
て
願
う
と
い
う
構
想
は
『
宇
治
拾
遺
』
に
近
い
。
こ
の
よ
う
に
、
園
林
の
造
營
に
は
、『
幽
明
錄
』
の
よ
う
な
怪
異
現
𧰼
が
伴
う
も
の
で
あ
る
。
漢
代
以
降
に
造
ら
れ
た
、
寢
殿
造
の
原
型
を
說
明
す
る
の
に
恰
好
な
中
國
側
の
用
例―
華
林
園
に
關
す
る
記
錄
は
、『
洛
陽
伽
藍
記
』
卷
一）（（
（
に
み
え
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。
建
春
門
內
御
衟
南
有
二
句
盾
・
典
農
・
籍
田
三
署
一。
籍
田
南
有
二
司
農
寺
一。
御
衟
北
有
二
空
地
一、
擬
作
二
東
宮
一。
晉
中
朝
時
、
太
倉
處
也
。
太
倉
南
有
二
翟
泉
0
0
一、
週
廻
三
里
、
卽
春
秋
所
謂
王
子
虎
・
晉
狐
偃
盟
二
於
翟
泉
0
0
一
也
。
水
犹
澄
淸
、
洞
底
明
靜
。
鱗
甲
潛
藏
、
辨
二
其
魚
鼈
一。
高
祖
於
二
泉
北
一
置
二
河
南
尹
一。
中
朝
時
步
廣
里
也
。
泉
西
有
二　
　　華
林
園
一。
高
祖
以
レ
泉
二
在
園
東
一、
因
名
二
蒼
龍
0
0
海0
一。
華
林
園
中
有
二
大0
海0
一
卽
二
漢
天
淵
池
0
0
0
一。
池
中
犹
有
二
文
帝
九
華
臺0
一。
高
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祖
於
二
臺0
上
一
造
二
淸
涼
殿
一、
世
宗
在
二
海
內
一
作
二
蓬0
萊
山
0
0
一。
山
上
有
二
仙
人
館
0
0
0
一、
上
有
二
鈞
臺
殿
一、
竝
作
二
虹0
蜺0
閣0
一
乘
レ
虛
來
徃
。
至
二
於
三
月
0
0
禊
日
季
秋
0
0
己
辰
一、
皇
帝
駕
二
龍
舟
鷁
首
0
0
0
0
一
游
二
於
其
上
一。
東
方
の
蒼
龍
海
（
翟
泉
）
か
ら
西
方
の
華
林
園
の
大
海
（
天
淵
池
）
に
水
が
註
ぎ
込
み
、
大
海
の
中
央
に
蓬
萊
山
、
蓬
萊
山
の
上
に
仙
人
館
な
ど
が
造
設
さ
れ
、
虹
蜺
閣
（
架
け
橋
）
を
通
じ
て
九
華
臺
と
の
閒
を
徃
來
す
る
ら
し
い
。
泉
が
東
か
ら
池
に
流
れ
込
む
に
し
ろ
、
池
に
蓬
萊
山
に
擬
え
る
島
が
配
置
さ
れ
る
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
構
圖
（【
圖
２
】）
は
、
冷
泉
院
の
復
元
圖
（【
圖
３
】）
と
照
合
す
る
と
、
よ
く
一
致
す
る
こ
と
に
氣
づ
く
だ
ろ
う
。つ
ま
り
、
園
林
の
規
模
こ
そ
異
な
る
が
、
造
形
の
理
念
は
ま
さ
に
同
一
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
華
林
園
に
ま
つ
わ
る
瑞
祥
や
怪
異
の
記
錄
は
、『
宋
書
』
や
『
南
齊
書
』
な
ど
に
數
多
く
み
ら
れ
る）（（
（
。
ま
た
、
皇
帝
が
龍
舟
鷁
首
に
乘
っ
て
池
の
上
を
游
ぶ
光
景
は
、『
榮
花
物
語
』「
お
む
が
く
」
や
『
扶
桑
略
記
』
應
和
元
年
（
九
六
一
）
閏
三
月
十
一
日
條
な
ど
の
記
述
を
想
起
さ
せ
る）（（
（
。
中
の
島
を
蓬
萊
山
に
見
立
て
、
龍
舟
鷁
首
に
乘
っ
て
異
世
界
を
徃
復
す
る
（【
圖
４
】）
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
會
に
お
け
る
一
圖２　華林園復元圖
圖３　冷泉院復元圖
圖４　龍頭鷁首
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種
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
不
老
不
死
の
藥
が
あ
る
と
さ
れ
る
蓬
萊
山
に
對
す
る
信
仰
の
も
と
で
形
作
ら
れ
た
寢
殿
造
が
、
日
本
に
傳
わ
り
、
そ
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
神
仙
趣
向
も
、
菅
原
文
時
の
詩
序
や
橘
俊
綱
の
庭
園
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
建
筑
の
理
念
と
共
に
も
た
ら
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
異
次
元
と
つ
な
が
る
場
所
と
と
ら
え
ら
れ
る
庭
園
に
水
の
精
が
出
現
し
た
事
例
は
、
早
く
か
ら
中
國
に
お
い
て
出
來
上
が
っ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
發
想
は
日
本
に
傳
來
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
現
れ
た
怪
異
に
對
し
て
人
々
は
ど
う
や
っ
て
對
處
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
三　
怪
異
の
登
場
Ⅱ『
今
昔
』
其
レ
ニ
モ
人
ノ
住
ケ
ル
時
ニ
、
夏
比
、
西
ノ
臺
0
0
0
ノ
延
ニ
人
ノ
寢
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
長
三
尺
許
0
0
0
0
有
ル
翁
ノ
來
テ
、
寢
タ
ル
人
ノ
顏
ヲ
搜
ケ
レ
バ
、
『
宇
治
拾
遺
』
釣0
殿0
に
、
番
の
も
の
寢
た
り
け
れ
ば
、
夜
中
斗
に
ほ
そ
〴
〵
と
あ
る
手
に
て
、
此
男
が
顏
を
、
そ
と
〳
〵
な
で
け
り
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
翁
が
や
っ
て
き
て
寢
て
い
る
人
の
顏
を
觸
る
と
い
う
事
件
の
發
端
に
つ
い
て
は
、兩
書
は
同
趣
向
だ
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
翁
の
身
長
に
つ
い
て
、『
今
昔
』
は
三
尺
ば
か
り
と
す
る
一
方
、『
宇
治
拾
遺
』
に
は
具
體
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
註
目
し
た
い
の
は
、
人
が
寢
て
い
る
閒
に
翁
が
や
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
承
平
二
年
（
九
三
二
）
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
『
續
浦
島
子
傳
記
』
を
は
じ
め
、
平
安
時
代
の
浦
島
子
傳
に
お
い
て
は
、
浦
島
子
が
人
閒
界
と
龜
姬
の
世
界
と
を
行
き
來
す
る
時
に
、
み
な
目
を
つ
ぶ
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
異
界
を
行
き
來
す
る
場
合
の
必
要
條
件
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
翁
は
人
閒
が
眠
っ
て
い
る
閒
に
、
異
界
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。『
續
浦
島
子
傳
記
』
の
關
連
記
述
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
浦
島
子
0
0
0
者
、
不
レ
知
二
何
許
人
一。
蓋
上
古
仙
人
0
0
0
0
也
。
齡
過
二
三
百
歲
一、
形
容
如
二
童
子
一。
爲
レ
人
好
レ
仙
、學
二
奧
祕
術
一
也
。
服
レ
氣
乘
レ
雲
、
出
二
於
天
藏
之
閫
一、
陸
沈
水
行
、
閑
二
於
地
戶
之
扉
一。（
中
略
）
遂
一
時
眠0
之
內
濟
二
萬
里
波
上
一、
而
到
二
蓬0
萊
山
0
0
脚
一
也
。（
中
略
）
島
子
乘
レ
舟
眠0
レ
目0
歸
去
、
忽
到
二
故
鄕
澄
江
浦
一。
こ
こ
で
は
、
浦
島
子
が
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
は
龍
宮
城
で
は
な
く
、
蓬
萊
山
な
の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
も
Ⅳ
で
言
乁
す
る
の
で
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
次
は
翁
の
捕
獲
場
面
に
な
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
（
崔
）
（ 113 ）
　
　
四　
怪
異
へ
の
對
處
Ⅲ『
今
昔
』
怪
シ
ト
思
ケ
レ
ド
モ
、
怖
シ
ク
テ
何
カ
ニ
モ
否
不
爲
ズ
シ
テ
、
虛
寢
ヲ
シ
テ
臥
タ
リ
ケ
レ
バ
、
翁
和
ラ
立
返
テ
行
ク
ヲ
、
星
月
夜
ニ
見
遣
ケ
レ
バ
、
池
ノ
汀
ニ
行
テ
、
搔
消
ツ
樣
ニ
失
ニ
ケ
リ
。
池
掃
フ
世
モ
無
ケ
レ
バ
、萍
・
昌
蒲
生
繁
テ
、絲
六
借
氣
ニ
テ
怖
シ
氣
也
。
　
然
レ
バ
、
彌
ヨ
、「
池
ニ
0
0
住0
ム0
者0
ニ
ヤ
有
ラ
ム
」
ト
怖
シ
ク
思
ケ
ル
ニ
、
其
ノ
後
、
夜
々
來
ツ
ヽ
搜
ケ
レ
バ
、
此
レ
ヲ
聞
ク
人
皆
恐
合
タ
ル
程
ニ
、
兵
立
タ
ル
0
0
0
0
者0
有
テ
、「
イ
デ
己
レ
、
其
ノ
顏
搜
ル
ラ
ム
者0
必
ズ
捕
ヘ
ム
」
ト
云
テ
、
其
ノ
延
ニ
只
獨
リ
苧
繩
0
0
ヲ
具
シ
テ
臥
シ
テ
、
終
夜
待
ケ
ル
ニ
、
宵
ノ
程
不
見
エ
ザ
リ
ケ
リ
。
夜
半
バ
過
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム
ト
思
フ
程
ニ
、
待
カ
ネ
テ
少
シ
□
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
面
ニ
物
ノ
氷
ヤ
カ
ニ
當
リ
ケ
レ
バ
、
心
ニ
懸
テ
待
ツ
事
ナ
レ
バ
、
寢
心
ニ
モ
急
ト
思
エ
テ
、
驚
ク
マ
ニ
、
起
上
テ
捕
ヘ
ツ
。
苧0
繩0
ヲ
以
テ
只
縛
リ
ニ
縛
テ
、
高
欄
ニ
結
付
ツ
。
『
宇
治
拾
遺
』
け
む
つ
か
し
と
思
て
、
太
刀
0
0
を
拔
き
て
、
片
手
に
て
つ
か
み
た
り
け
れ
ば
、
翁
の
捕
獲
に
關
し
て
は
、
結
果
的
に
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
點
は
同
じ
で
あ
る
が
、
兩
書
の
段
取
り
は
異
な
る
。『
今
昔
』
の
場
合
は
、
數
囘
に
わ
た
っ
て
捕
獲
行
動
を
實
行
し
た
の
に
對
し
、『
宇
治
拾
遺
』
に
お
い
て
は
、
翁
に
遭
遇
し
た
一
囘
目
で
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。『
今
昔
』
の
設
定
は
「
兵
立
タ
ル
0
0
0
0
者0
」
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
り
、
武
勈
傳
の
常
套
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
苧
繩
を
使
っ
て
翁
を
縛
り
、
吊
り
上
げ
た
と
い
う
『
今
昔
』
の
記
述
に
對
し
、『
宇
治
拾
遺
』
で
は
、
番
人
が
片
手
で
太
刀
を
拔
き
出
し
、
も
う
片
手
で
翁
を
つ
か
ん
だ
と
し
て
い
る
。『
今
昔
』
と
同
樣
の
傳
承
や
記
錄
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
、
蔴あさ
お苧
で
作
っ
た
註
連
繩
を
槻
木
の
怪
異
0
0
0
0
0
の
退
治
に
用
い
た
事
例
の
み
は
、『
今
昔
』
卷
十
一
第
二
十
二
「
推
古
天
皇
、
造
二
本
元
興
寺
一
語
」
に
み
え
る
飛
鳥
寺
の
造
寺
造
像
に
ま
つ
わ
る
伐
木
譚
に
確
認
で
き
る）（（
（
。
し
か
し
、
水
の
怪
異
と
の
關
連
で
み
る
と
、「
蛇
婿
入
」
の
昔
話
に
苧おだ
ま
き
が
た
環
型
（
三
輪
山
式
神
婚
說
話
）
が
あ
り
、
蛇
婿
の
後
を
追
跡
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
繩
が
物0
を
し
ば
る
苧
繩
と
變
容
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る）（（
（
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
翁
の
正
體
が
蛇
體
の
水
の
神
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
翁
は
「
水
ノ
精
」
だ
と
自
稱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
柄
な
水
の
精
を
繩
で
縛
る
と
い
う
點
で
合
致
す
る
事
例
は
、
中
國
側
の
文
獻
に
⺇
つ
か
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、『
法
苑
珠
林
』
卷
四
十
五
に
引
く
『
白
澤
圖
』
の
逸
文
に
は
、「
水
之
精
0
0
0
名
曰
二
罔0
𧰼0
一。
其
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
五
號
（ 114 ）
狀
如
二
小
兒
一、
赤
目
、
黑
色
、
大
耳
、
長
爪
。
以
レ
索0
縛
レ
之
則
可
レ
得
。
烹
レ
之
吉）（（
（
」
と
あ
り
、
子
供
ほ
ど
の
大
き
さ
の
水
の
精
（
罔
𧰼
）
を
繩
索
で
縛
り
捕
え
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。
こ
の
繩
索
が
何
の
素
材
で
作
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
白
澤
圖
』
の
對
處
方
法
が
『
今
昔
』
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
。
一
方
、『
宇
治
拾
遺
』
に
お
い
て
は
、
怪
異
を
對
處
す
る
手
段
は
太
刀
で
あ
る
。
こ
の
種
の
對
處
方
法
は
、『
今
昔
』卷
二
十
七
第
三
十
五「
有
光
來
死
人
傍
野
猪
、
被
殺
語
」・
第
三
十
六
「
於
播
磨
國
印
南
野
、
殺
野
猪
語
」
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
。
中
國
の
場
合
は
、
例
え
ば
『
法
苑
珠
林
』
卷
三
十
一）（（
（
に
引
く
『
搜
神
記
』
に
、
小
柄
な
老
公
の
姿
で
現
れ
た
魍
魎
0
0
が
刀
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
事
例
が
み
え
る
。次
の
よ
う
に
あ
る
。
桂
陽
太
守
江
夏
張0
遺0
、
字
昇
高
、
居
二
陵
一。
田
中
有
二
大
樹
一、十
餘
圍
、蓋
二
六
畝
一。
枝
葉
扶
疏
蟠
レ
地
不
レ
生
二
穀
草
一、遣
レ
客
斫
レ
之
。
斧0
數
下
、
樹
大
流
レ
血
出
。
客
驚
悑
歸
白
二
昇
高
一。
昇
高
怒
曰
、
老
樹
汁
赤
、
此
等
何
怪
。
因
自
斫
レ
之
。
血
大
流
出
、
昇
高
更
斫
レ
枝
。
有
二
一
空
處
一、
白
頭
老
公
長
四
五
尺
突
出
赴
二
昇
高
一。
昇
高
以
レ
刀0
逆
斫
殺
レ
之
。
四
五
老
公
竝
死
。
左
右
皆
驚
悑
伏
レ
地
、
昇
高
神
慮
恬
然
如
レ
舊
。
諸
人
徐
視
、
似
レ
人
非
レ
人
、
似
レ
獸
非
レ
獸
。
此
所
謂
木
石
之
怪
0
0
0
0
夔0
魍
魎
0
0
者
乎
。
其
伐
レ
樹
年
中
、
昇
高
作
二
辟
司
空
御
史
・
兗
州
刺
史
一。
罔
𧰼
と
混
同
さ
れ
る
魍
魎
は
、
木
石
（
山
）
の
怪
ま
た
水
神
と
も
さ
れ
る）（（
（
。
こ
の
二
つ
の
身
分
か
ら
翁
の
姿
の
水
の
怪
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、事
件
の
發
端
と
怪
異
の
對
處
方
法
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
た
。
『
今
昔
』
に
み
ら
れ
る
小
柄
な
水
の
精
の
對
處
方
法
は
、
日
本
に
類
例
が
少
な
い
の
に
對
し
て
、中
國
の
文
獻
で
あ
る『
法
苑
珠
林
』に
引
く『
白
澤
圖
』・『
搜
神
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
罔
𧰼
の
對
處
方
法
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
苧
繩
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
怪
異
の
正
體
が
蛇
體
の
水
の
神
で
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
る
手
が
か
り
に
な
る
。
一
方
、『
宇
治
拾
遺
』
の
場
合
、武
器
を
持
っ
て
物
の
怪
異
と
立
ち
向
か
う
こ
と
は
、
日
中
共
通
の
や
り
方
で
あ
る
。『
搜
神
記
』
の
事
例
は
、
水
の
怪
異
に
お
い
て
も
こ
の
對
處
方
法
が
通
用
す
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
單
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
う
水
の
怪
異
は
、
な
ぜ
人
の
前
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
五　
怪
異
の
正
體
Ⅳ『
今
昔
』
然
テ
人
ニ
吿
レ
バ
、
人
集
テ
火
ヲ
燈
シ
テ
見
ケ
レ
バ
、
長
三
尺
許
0
0
0
0
ナ
ル
小0
翁
ノ
、
淺
黃
上
下
着
タ
ル
ガ
可
死
氣
ナ
ル
、
縛
リ
被
付
テ
、
目
ヲ
打
叩
テ
有
リ
。
人
物
問
ヘ
ド
モ
、
答
ヘ
モ
不
爲
ズ
。
暫
許
有
テ
少
シ
笑
テ
、
此
彼
見
廻
シ
テ
、
細
ク
侘
シ
氣
ナ
ル
音
ニ
テ
云
ク
、
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
（
崔
）
（ 115 ）
「
盥
ニ
水
ヲ
入
レ
テ
得
ム
ヤ
」
ト
。
然
レ
バ
、
大
キ
ナ
ル
盥
ニ
水
ヲ
入
テ
前
ニ
置
タ
レ
バ
、
翁
頸
ヲ
延
ベ
テ
盥
ニ
向
テ
、
水
影
ヲ
見
テ
、「
我
レ
ハ
水
ノ
精
0
0
0
ゾ
」
ト
云
テ
、水
ニ
ツ
フ
リ
ト
落
入
ヌ
レ
バ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
翁0
ハ
不
見
エ
ズ
0
0
0
0
0
成0
ヌ0
。
然
レ
バ
盥
ニ
水
多
ク
成
テ
、鉉
ヨ
リ
泛
ル
。
縛
タ
ル
繩
ハ
被
結
乍
ラ
、
水
ニ
有
リ
。
翁
ハ
水
ニ
成
テ
解
ニ
ケ
レ
バ
、
失
ヌ
。
人
皆
此
レ
ヲ
見
テ
、
驚
キ
奇
ケ
リ
、
其
ノ
盥
ノ
水
ヲ
バ
不
泛
サ
ズ
シ
テ
、
搔
テ
、
池
ニ
入
テ
ケ
リ
。
『
宇
治
拾
遺
』
淺
黃
の
上
下
着
た
る
叟
の
、
事
の
ほ
か
に
物
わ
び
し
げ
な
る
が
い
ふ
樣
、「
我
は
こ
れ
、
昔
住
し
主0
な
り
。
浦
嶋
の
子
が
お
と
ゝ
0
0
0
0
0
0
0
0
也
。
い
に
し
へ
よ
り
此
所
に
住
み
て
、
千
二
百
餘
年
に
な
る
也
。
願
は
く
は
許
し
給
へ
。
こ
ゝ
に
社
を
造
て
い
は
ひ
給
へ
。
さ
ら
ば
い
か
に
も
ま
も
り
奉
ら
ん
」
と
い
ひ
け
る
を
、「
我
が
心
ひ
と
つ
に
て
は
か
な
は
じ
。こ
の
由
を
院
へ
申
て
こ
そ
は
」と
い
ひ
け
れ
ば
、「
に
く
き
男
の
い
ひ
事
か
な
」と
て
三
た
び
上
ざ
ま
へ
蹴
上
〳
〵
し
て
、
な
へ
〳
〵
く
た
〳
〵
と
な
し
て
、
落
つ
る
所
を
、
口
を
開
き
て
⻝
ひ
た
り
け
り
。
な
べ
て
の
人
程
な
る
男
と
見
る
程
に
、
お
び
た
ゝ
0
0
0
0
し
く
大
に
0
0
0
0
成0
て0
、
こ
の
男
を
た
ゞ
一
口
に
⻝
て
け
り
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。
兩
話
に
お
い
て
最
も
異
な
る
の
は
、
翁
の
自
白
と
そ
れ
か
ら
の
行
動
で
あ
る
。
翁
の
正
體
を
『
今
昔
』
に
お
い
て
は
、
高
さ
三
尺
程
の
水
の
精
と
し
、
特
に
現
れ
た
理
由
に
つ
い
て
言
乁
し
て
い
な
い
。
一
方
、『
宇
治
拾
遺
』
に
お
い
て
は
、
千
二
百
年
以
上
も
陽
成
院
に
住
み
込
ん
で
い
た
浦
嶋
子
の
弟
0
0
0
0
0
と
す
る）（（
（
。
し
か
も
、
こ
の
浦
嶋
子
の
弟
が
神
と
し
て
祭
っ
て
欲
し
い
と
申
し
出
る
。
し
か
し
平
安
時
代
ま
で
の
浦
島
傳
說
の
中
で
記
述
の
最
も
詳
し
い
『
續
浦
島
子
傳
記
』
に
し
て
も
、
そ
こ
に
浦
島
子
が
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
記
錄
は
み
え
な
い）（（
（
。
玉
手
箱
を
開
け
て
、
老
人
姿
に
な
っ
た
浦
嶋
子
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
其
後
鳴
二
金
梁
一
而
飮
二
玉
液
一、
餐
二
紫
霞
一
而
服
二
靑
杉
一。
延
レ
頸
鶴
立
、
遙
望
二
鼇0
海0
之
蓬0
嶺0
一、
馳
レ
神
鳳
時
、
還
顧
二
仙
洞
之
芳
談
一。
飛
二
游
巖
河
一、
而
隱
二
淪
海
浦
一
也
。
遂0
不0
レ
知0
レ
所0
レ
終0
。
後
代
號
二
地
仙
0
0
一
也
。
首
を
長
く
し
な
が
ら
蓬
萊
山
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
浦
嶋
子
を
、
後
世
の
人
は
「
地
仙）（（
（
」
と
稱
し
た
と
い
う
。
と
な
る
と
、『
宇
治
拾
遺
』
の
話
の
原
型
は
、
浦
嶋
子
が
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
前
の
段
階
に
成
立
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、翁
が
水
に
溶
け
て
し
ま
っ
た
と
す
る
『
今
昔
』
と
異
な
り
、『
宇
治
拾
遺
』
で
は
己
の
要
望
を
滿
た
し
て
く
れ
な
い
番
人
を
、
翁
が
お
び
た
だ
し
く
大
き
く
な
り
、
た
だ
一
口
で
⻝
べ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
表
現
の
先
例
と
し
て
、『
今
昔
』
卷
二
十
七
第
七
「
在
原
業
平
中
將
女
被
噉
鬼
語
」
の
源
泉
と
さ
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
に
は
、
女
が
鬼
に
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
五
號
（ 116 ）
⻝
べ
ら
れ
る
こ
と
を
「
鬼
は
や
一
口
に
⻝
ひ
て
け
り
」
と
あ
る
。
し
か
し
、『
宇
治
拾
遺
』
で
は
、「
鬼
」
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
「
妖
物
」・「
物
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
⻝
人
行
爲
に
對
す
る
認
識
の
相
違
が
う
か
が
え
よ
う
。「
鬼0
と
女0
と
は
、
人
に
見
え
ぬ
0
0
0
ぞ
よ
き
」（『
堤
中
納
言
物
語
』「
蟲
愛
づ
る
姬
君
」）
と
あ
る
通
り
、
姿
の
わ
か
ら
な
い
も
の
を
と
か
く
に
鬼
と
稱
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
姿
を
現
し
人
閒
を
喰
っ
た
翁
の
正
體
は
い
っ
た
い
何
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
和
名
類
聚
鈔
』「
水
神
」
條
に
は
、「
左
傳
註
云
、
魍
魎
、
網
兩
二
反
。
魍
魎
0
0
、
水
神
也
0
0
0
。
豆和
名知
美。
」
と
あ
る
。
類
似
す
る
內
容
を
持
つ
の
は
、
同
「
魍
魎
」
條
で
あ
り
、「
左
傳
註
云
、魍
魎
、罔
兩
二
反
。
日
本
紀
云
、
豆和
名波
美、
水0
神0
也
」
と
あ
る
。
要
す
る
に
、
水
神
と
さ
れ
る
魍
魎
に
は
、「
ミ
ヅ
ハ
」
と
「
ミ
ヅ
チ
」
と
の
二
通
り
の
訓
が
あ
る
。
註
目
す
べ
き
は
、
神
代
紀
に
出
て
く
る
「
美
都
波
」
の
當
て
字
は
、「
魍
魎
」
で
は
な
く
「
罔
𧰼
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
カ
グ
ツ
チ
を
產
ん
で
、
燒
か
れ
て
死
ぬ
閒
際
に
出
產
し
た
「
水
神
罔
𧰼
女
」
の
名
前
で
あ
る）（（
（
。
こ
れ
は
、『
和
名
類
聚
鈔
』
が
成
立
し
た
平
安
時
代
に
、
魍
魎
と
罔
𧰼
と
が
す
で
に
混
同
さ
れ
て
い
た
證
據
で
あ
る
。
す
る
と
、
兩
者
の
外
見
に
關
す
る
記
述
の
齟
齬
も
推
測
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
、
「
ミ
ズ
チ
」
や
「
ミ
ヅ
ハ
」
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
異
な
る
意
味
合
い
が
「
水
神
」
と
い
う
漢
字
表
記
に
習
合
し
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
か
ろ
う
。
ミ
ズ
チ
に
關
し
て
は
、『
倭
名
類
聚
鈔
』「
蛟
」
條
に
、「
說
文
云
、
蛟
日音
本交
紀、
和用
名大
羙虬
豆二
知字
、。
龍
屬
0
0
也
。
山0
海0
經0
註
云
、蛟
似0
レ
蛇0
而
四
脚
。
池0
魚
滿
二
二
千
六
百
一
則
蛟
來
爲
二
之
長
一
」
と
あ
り
、
四
つ
脚
の
つ
い
た
蛇
の
よ
う
な
龍
屬
の
生
き
物
で
、
池
の
長
で
あ
る
と
す
る）（（
（
。
池
に
棲
む
水
の
神
と
い
う
の
は
、『
今
昔
』
や
『
宇
治
拾
遺
』
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
仁
德
紀
六
十
七
年
（
三
七
九
）
是
歲
條
に
お
い
て
「
大
虬
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
是
歲
、
於
二
吉
備
中
國
川
嶋
河0
派
一、
有
二
大
虬
0
0
一
令
レ
苦
レ
人
。
時
路
人
觸
二
其
處
一
而
行
、
必
被
二
其
毒
一、
以
多
死
亡
。
於
レ
是
、
笠
臣
祖
縣あが
た
も
り守
、
爲
人
勈
捍
而
强
力
。
臨
二
派
淵
一、
以
二
三0
全0
瓠0
一
投
レ
水
曰
、
汝
屢
吐
レ
毒
、
令
レ
苦
二
路
人
一。
余
殺
二
汝
虬0
一。
汝
沈
二
是
瓠0
一、
則
余
避
之
。
不
レ
能
レ
沈
者
、
仍
斬
二
汝
身
一。
時
水
虬
化
0
0
0
レ
鹿0
、
以
引
二
入
瓠0
一。
瓠0
不
レ
沈
。
卽
擧
レ
劍0
入
レ
水
斬
レ
虬
。
更
求
二
虬0
之
黨
類
一、
乃
諸
虬
族
0
0
滿
二
淵
底
之
岫
穴
0
0
0
0
0
一。
悉
斬
之
。
河
水
變
レ
血
。
故
號
二
其
水
一
曰
二
縣
守
淵
一
也）（（
（
。
鹿
に
化
け
る
能
力
を
持
つ
、
神
と
僞
っ
て
人
閒
を
喰
っ
た
虬0
は
、『
宇
治
拾
遺
』
に
み
る
水
の
物
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
虬0
が
蛇
の
よ
う
に
口
を
大
き
く
し
て
獲
物
を
呑
み
込
む
場
面
は
、『
宇
治
拾
遺
』
の
結
末
に
水
の
物
が
大
き
く
な
っ
て
人
を
一
口
で
喰
っ
た
と
い
う
記
述
を
想
起
さ
せ
る
。
退
治
に
劍
を
用
い
た
點
も
『
宇
治
拾
遺
』
に
通
じ
る
。
0
0
0
0
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
（
崔
）
（ 117 ）
一
方
、
ミ
ヅ
ハ
、
特
に
水
の
神
を
意
味
す
る
場
合
は
、
神
武
天
皇
卽
位
前
紀
戊
午
年
九
月
戊
辰
五
日
條
に
諸
神
を
祭
る
敕
の
他
に
、『
延
喜
式
』
鎭
火
祭
の
祝
詞
に
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
鎭
火
祭
や
よ
こ
し
ま
な
も
の
を
征
服
す
る
呪
術
祭
式
に
登
場
す
る
ミ
ヅ
ハ
は
、
翁
で
は
な
く
女
體
の
神
と
さ
れ
る
。
折
口
信
夫
は
、
ミ
ヅ
ハ
ノ
メ
が
男
性
の
神
名
オ
カ
ミ
（
水
を
司
る
蛇
體
）
に
對
照
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
正
體
は
女
性
の
蛇
あ
る
い
は
水
中
の
あ
る
動
物
だ
と
す
る）（（
（
。
オ
カ
ミ
と
い
う
の
は
、
神
代
紀
に
イ
ザ
ナ
ギ
が
カ
グ
ツ
チ
を
斬
り
殺
し
た
後
に
生
ま
れ
た
神
「
高たか
お
か
み龗
（
闇くら
お
か
み龗
）」
や
、『
豐
後
風
土
記
』
直
入
郡
球
覃
鄕
の
「
蛇おか
み龗
」
の
類
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
說
文
解
字
』
に
「
龗
、龍
也
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
、
オ
カ
ミ
を
蛇
體
の
水
の
神
と
解
釋
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
時
代
が
下
る
が
、『
二
十
二
社
註
式
』
の
「
丹
生
社
」
條
と
「
貴
船
社
」
條
の
說
明
に
は
、
ミ
ヅ
ハ
と
オ
カ
ミ
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
み
え
る
。
・
丹
生
社
、
號
二
雨
師
社
一。
延
喜
神
祇
式
云
、
大
和
國
吉
野
郡
、
丹
生
川
上
神
社
。
水
神
岡
𧰼
女
神
、
伊
弉
冉
尊
化
生
也
。
或
云
二
闇
龗
一。
・
貴
布
禰
、
當
社
與
二
丹
生
一
同
之
。
延
喜
神
祇
式
云
、
山
城
國
愛
宕
郡
、
貴
布
禰
神
社
。
水
神
罔
𧰼
女
神
也
。
右
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
丹
生
社
の
祭
神
は
、
貴
船
社
と
同
じ
で
、
罔
𧰼
女
神
あ
る
い
は
闇
龗
で
あ
る
と
い
う）（（
（
。
し
か
し
、
罔
𧰼
女
神
や
闇
龗
が
、
男
神
か
そ
れ
と
も
女
神
な
の
か
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
平
安
時
代
と
そ
れ
以
前
の
文
獻
に
お
い
て
は
、
貴
船
社
の
祭
神
が
貴
布
禰
明
神
と
稱
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
今
昔
』
卷
十
一
第
三
十
五
「
籘
原
伊
勢
人
、
始
建
鞍
馬
寺
語
」
に
は
次
の
く
だ
り
が
あ
る
。
王
城
ヨ
リ
北
ニ
深
キ
山
有
リ
。
其
體
ヲ
見
ニ
、
二
ノ
山
指
出
テ
、
中
ヨ
リ
谷
ノ
水
流
出
タ
リ
。
繪
ニ
書
ケ
ル
蓬0
萊
山
0
0
ニ
似
タ
リ
。
山
ノ
麓
ニ
副
テ
河
流
0
0
レ
タ
リ
。
此
所
ニ
年
老
タ
ル
0
0
0
翁0
出
來
テ
、
伊
勢
人
ニ
吿
テ
云
ク
、「
汝
ヂ
此
所
ヲ
バ
知
レ
リ
ヤ
否
ヤ
」
ト
。
伊
勢
人
不
知
由
ヲ
答
フ
。
翁
ノ
云
ク
、「
汝
ヂ
吉
ク
聞
ケ
。
此
所
ハ
靈
驗
揭
焉
ナ
ラ
ム
事
、
他
ノ
山
ニ
勝
レ
タ
リ
。
我
レ
ハ
此
山
ノ
鎭
守
ト
シ
テ
貴
布
0
0
禰0
ノ
明
神
0
0
0
ト
云
フ
。
此
ニ
シ
テ
多
ノ
年
ヲ
積
レ
リ
。
北
ノ
方
ニ
峰
有
リ
、
絹
笠
山
ト
云
フ
。
前
ニ
岨
キ
岡
有
リ
、
松
尾
山
ト
云
フ
。
西
ニ
河
有
リ
、
賀
茂
川
0
0
0
ト
云
フ
」。
貴
布
禰
明
神
が
翁
の
姿
で
籘
原
伊
勢
人
の
夢
に
出
て
、
鞍
馬
寺
を
建
立
す
る
の
に
相
應
し
い
場
所
を
示
し
た
と
い
う
。「
二
ノ
山
」
は
、
貴
船
山
と
鞍
馬
山
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
註
目
に
値
す
る
の
は
、
貴
船
山
を
蓬
萊
山
に
擬
え
て
い
る
こ
と
と
、
龍
神
で
あ
る
貴
布
禰
明
神
が
翁
と
し
て
示
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
蓬
萊
山
か
ら
や
っ
て
き
た
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
五
號
（ 118 ）
龍
神
が
翁
と
化
け
て
現
れ
る
と
い
う
構
想
が
、
右
の
話
か
ら
讀
み
取
れ
る
こ
と
に
な
る
。ち
な
み
に
、水
神
捕
獲
の
逸
話
を
持
つ
源
時
中（
九
四
三
〜
一
〇
〇
二
）
は
、
貴
布
禰
社
の
御
幤
使
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る）（（
（
。
こ
の
つ
な
が
り
で
、
逸
話
が
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
旦
こ
こ
で
整
理
す
る
と
、「
水
神
」
と
い
う
表
記
に
は
、
ミ
ズ
チ
と
ミ
ズ
ハ
兩
方
の
意
味
合
い
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
蓬
萊
山
か
ら
や
っ
て
き
た
蛇
體
の
も
の
が
、
人
閒
を
喰
う
と
い
う
認
識
を
支
え
る
こ
と
を
示
す
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
水
の
神
が
ど
う
や
っ
て
陽
成
院
と
係
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
で
あ
る
。『
文
德
天
皇
實
錄
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
五
月
壬
午
條
に
は
、
大
雨
で
堀
川
が
氾
濫
し
た
時
、
川
の
水
が
冷
泉
院
の
庭
に
入
っ
て
、
庭
の
中
が
池
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
記
錄
が
あ
る
。
壬
午
、
大
雨
、
洪
水
溢
、
河
流
盛
溢
。
水
勢
滔
滔
、
平
地
澔
澔
。
橋
梁
斷
絶
、
衟
路
成
レ
川
。
東
堀
川
0
0
0
水
入
二
冷
然
院
0
0
0
一、
庭
中
如
レ
池
。
堀
川
の
源
流
は
、
昔
は
賀
茂
川
に
あ
っ
た
ら
し
く）（（
（
、
賀
茂
川
の
上
流
に
貴
船
社
が
鎭
座
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ル
ー
ト
で
龍
神
と
冷
泉
院
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
冷
泉
院
の
近
く
に
あ
る
神
泉
苑
の
池
に
神
龍
が
住
む
と
い
う
古
い
傳
承）（（
（
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
く
あ
る
場
所
を
陽
成
院
に
閒
違
え
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
　
　
六　
後
日
談
Ⅴ『
今
昔
』
其
ヨ
リ
後
、
翁
來
テ
人
ヲ
搜
ル
事
無
カ
リ
ケ
リ
。
此
レ
ハ
、
水
ノ
0
0
精0
ノ
人
ニ
成
テ
有
ケ
ル
ト
ゾ
人
云
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
『
今
昔
』
に
は
後
日
談
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
宇
治
拾
遺
』
に
は
な
い
。『
今
昔
』卷
二
十
七
第
六「
東
三
條
銅
精
成
人
形
被
掘
出
語
」
の
結
末
に
「
其
後
ヨ
リ
ナ
ム
此
ノ
五
位
行
ク
事
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
絶0
ニ
ケ
リ
0
0
0
。
然
レ
バ
、
其
ノ
銅
ノ
提
ノ
、人
ニ
成
行
ケ
ル
ニ
コ
ソ
ハ
有
ラ
メ
。
絲
惜
シ
キ
事
也
。
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
物
ノ
精
0
0
0
ハ
此
ク
人
ニ
成
テ
現
ズ
ル
也
ケ
リ
ト
ナ
ム
皆
人
知
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
あ
る
の
に
照
ら
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
敎
訓
め
い
た
記
述
は
、
二
話
一
類
の
配
列
方
針
に
則
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
、兩
話
に
お
け
る
怪
異
出
現
の
理
由
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。
『
今
昔
』
で
は
、
水
の
精
が
單
純
に
、
人
閒
に
對
し
て
惡
さ
を
す
る
た
め
に
現
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
一
方
、『
宇
治
拾
遺
』
で
は
、
浦
島
子
の
弟
と
ま
で
僞
っ
て
、
最
後
は
人
閒
を
喰
っ
て
し
ま
っ
た
水
の
怪
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
神
と
僞
っ
た
ミ
ズ
チ
と
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、ミ
ズ
チ
と
ミ
ズ
ハ
そ
れ
ぞ
れ
の
屬
性
が
、「
水
神
」
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
（
崔
）
（ 119 ）
と
い
う
言
葉
に
統
合
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
翁
の
姿
の
人
閒
を
喰
う
水
の
物
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。和
訓
に
漢
字
を
當
て
る
時
、
和
訓
と
漢
字
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
合
い
が
重
な
り
膨
ら
ん
で
い
く
に
つ
れ
て
、
そ
の
言
葉
に
對
す
る
解
釋
も
多
樣
性
を
見
せ
て
く
る
。
本
論
文
で
檢
討
し
た
水
の
精
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
交
流
の
一
事
例
と
い
え
よ
う
。
　
　
七　
お
わ
り
に
以
上
、『
今
昔
』『
宇
治
拾
遺
』
兩
書
に
登
場
す
る
水
の
精
・
水
の
物
の
性
質
を
檢
討
し
て
み
た
。
蓬
萊
山
信
仰
と
深
く
か
か
わ
る
寢
殿
造
の
庭
園
に
水
の
精
が
現
れ
る
と
い
う
發
想
は
、
中
國
に
源
流
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
『
幽
明
錄
』
に
描
か
れ
た
水
の
精
の
格
好
は
、『
今
昔
』
の
そ
れ
と
か
な
り
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
方
、
水
の
精
の
現
れ
た
理
由
は
、『
宇
治
拾
遺
』
と
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
節
と
第
五
節
で
檢
討
し
た
罔
𧰼
・
魍
魎
に
關
す
る
日
中
兩
國
の
記
錄
は
、『
今
昔
』
や
『
宇
治
拾
遺
』
に
み
ら
れ
る
水
の
怪
異
に
關
す
る
記
述
と
そ
れ
ぞ
れ
類
似
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。要
す
る
に
、
『
今
昔
』・『
宇
治
拾
遺
』
に
描
か
れ
た
水
の
怪
異
の
祖
型
は
、
も
と
も
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
の
變
形
と
し
て
、『
今
昔
』
で
は
、
人
閒
に
い
た
ず
ら
を
す
る
害
の
な
い
「
物
ノ
精
」
と
解
釋
す
る
の
に
對
し
て
、『
宇
治
拾
遺
』
で
は
、
人
閒
を
喰
う
ミ
ズ
チ
な
ど
の
類
と
す
る
。
第
二
節
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、『
宇
治
拾
遺
』
收
載
話
は
、
古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
水
の
物
、
つ
ま
り
ミ
ズ
チ
は
、
仁
德
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
、
日
本
獨
自
の
古
い
傳
承
に
登
場
す
る
ヒ
サ
ゴ
で
退
治
さ
れ
る
川
の
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、『
和
名
類
聚
鈔
』
で
魍
魎
を
「
ミ
ズ
チ
」
と
も
「
ミ
ズ
ハ
」
と
も
訓
讀
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
十
世
紀
ご
ろ
に
は
、
ミ
ズ
ハ
の
イ
メ
ー
ジ
が
既
に
ミ
ズ
チ
に
付
加
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ズ
チ
が
浦
島
子
の
弟
と
自
稱
し
た
の
は
、
寢
殿
造
の
庭
園
に
對
す
る
當
時
の
一
般
認
識
が
、
浦
島
傳
說
と
、
蓬
萊
山
と
い
う
點
で
合
致
し
、
相
互
に
絡
み
合
っ
て
出
來
上
が
っ
た
發
想
な
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
貴
布
禰
社
の
存
在
も
見
迯
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
後
か
ら
成
立
し
た
『
今
昔
』
の
話
は
、『
宇
治
拾
遺
』
の
話
と
同
じ
構
造
を
持
ち
な
が
ら
、『
法
苑
珠
林
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
水
の
0
0
精0
を
繩0
で
捕
ま
え
る
と
い
う
發
想
と
、『
尊
卑
分
脉
』
に
確
認
で
き
る
源
時
中
の
武
勈
傳
の
要
素
な
ど
を
取
り
入
れ
て
出
來
上
が
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
水
の
怪
異
に
對
す
る
解
釋
が
變
貌
し
た
の
は
、
⻝
人
行
爲
に
對
す
る
認
識
に
關
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
今
昔
』
で
は
、
人
閒
を
喰
う
も
の
は
、
獸
以
外
み
な
鬼
と
し
て
い
る
。
姿
の
見
え
な
い
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
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鬼
は
と
も
か
く
、
姿
の
わ
か
る
鬼
が
現
れ
た
場
合
は
、
必
ず
⻝
人
の
描
寫
と
と
も
に
佛
典
に
み
ら
れ
る
羅
刹
の
姿
を
現
す
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
、『
今
昔
』
の
編
者
が
『
宇
治
拾
遺
』
の
話
と
異
な
る
、
武
勈
傳
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
成
長
し
た
後
の
話
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
事
情
は
、『
今
昔
』
に
お
け
る
鬼
の
話
と
物
の
精
の
話
と
を
檢
討
す
る
上
で
も
、
重
要
な
視
點
を
示
し
て
く
れ
る
。
小
稿
で
は
、
文
獻
考
察
を
中
心
に
、『
今
昔
』
と
『
宇
治
拾
遺
』
に
み
ら
れ
る
、水
の
精
に
關
す
る
一
說
話
と
そ
の
類
話
を
檢
討
し
て
み
た
。
し
か
し
、
兩
書
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
物
の
精
や
鬼
の
話
の
全
體
像
を
把
握
す
る
に
は
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
引
き
續
き
課
題
と
し
て
硏
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
［
使
用
テ
ク
ス
ト
］
主
に
以
下
に
依
據
し
つ
つ
、
适
宜
、
句
讀
點
等
を
私
に
改
め
た
。
『
史
記
』『
搜
神
記
』『
搜
神
後
記
』『
漢
書
』『
太
平
御
覽
』＝
中
華
書
局
本
。『
志
怪
』
＝
古
小
說
鉤
沈
。『
文
選（
李
善
註
）』＝
上
海
古
籍
出
版
社
本
・
新
釋
漢
文
大
系
。
『
法
華
經
』『
洛
陽
伽
藍
記
』『
法
苑
珠
林
』＝
大
正
新
脩
大
藏
經
。『
風
土
記
』『
延
喜
式
』『
日
本
書
紀
私
記
』『
文
德
天
皇
實
錄
』『
三
代
實
錄
』『
本
朝
世
紀
』『
扶
桑
略
記
』『
釋
日
本
紀
』『
尊
卑
分
脉
』＝
新
訂
增
補
國
史
大
系
。『
續
日
本
紀
』『
本
朝
文
粹
』『
今
昔
物
語
集
』『
古
事
談
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
＝
新
日
本
古
典
文
學
大
系
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
伊
勢
物
語
』『
枕
草
子
』『
堤
中
納
言
物
語
』
『
和
漢
朗
詠
集
』『
榮
花
物
語
』＝
新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
。『
續
浦
島
子
傳
記
』
＝
續
群
書
類
從
。『
康
資
王
母
集
』＝
私
家
集
註
釋
叢
刋
。『
和
名
類
聚
鈔（
二
十
卷
本
）』『
新
撰
字
鏡
』
＝
古
辭
書
叢
刋
。
【
圖
版
出
典
】
圖
１　
　
　
『
國
史
大
辭
典
』
卷
十
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
・
六
、
四
三
六
頁
。
圖
２
・
３　

太
田
靜
六
『
寢
殿
造
の
硏
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
・
二
、
八
四
五
・
八
〇
頁
。
圖
４　
　
　

新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
『
榮
花
物
語
』
卷
二
十
三
「
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
」、
小
學
館
、
一
九
九
七
・
一
、
四
二
〇
頁
。
［
註
］
（
１
）　
卷
二
十
第
七「
染
殿
后
、爲
天
宮
被
嬈
亂
語
」、卷
二
十
七
第
十
九「
鬼
、
現
油
甁
形
殺
人
語
」・
第
二
十
八
「
於
京
極
殿
、
有
詠
古
歌
音
語
」・
第
三
十
一
「
三
善
淸
行
宰
相
、
家
渡
語
」・
第
三
十
四
「
被
呼
姓
名
、
射
顯
野
猪
語
」・
第
三
十
五
「
有
光
來
死
人
傍
野
猪
、
被
殺
語
」・
第
三
十
六
「
於
播
磨
國
印
南
野
、
殺
野
猪
語
」・
第
四
十
四
「
通
鈴
鹿
山
三
人
入
宿
不
知
堂
語
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
鬼
の
正
體
と
さ
れ
る
の
は
、
狐
や
野
猪
が
殆
ど
で
あ
る
。
（
２
）　
三
原
由
起
子
氏
は
、「
火
と
水
の
精―
『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
二
十
七
の
五
、
六
の
五
行
的
解
釋
」（『
東
京
學
藝
大
學
敎
育
學
部
附
屬
高
等
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
（
崔
）
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學
校
大
泉
校
舍
硏
究
紀
要
』第
二
三
號　
一
九
九
八
・
一
二
）に
お
い
て
、
『
今
昔
』
の
こ
の
話
と
卷
二
十
七
第
六
「
東
三
條
銅
精
成
人
形
被
掘
出
」
と
對
照
し
な
が
ら
、
二
つ
の
話
に
み
ら
れ
る
陰
陽
五
行
の
要
素
を
抽
出
し
整
理
し
た
結
果
、
五
行
的
な
考
え
方
が
當
時
の
人
々
の
常
識
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
氏
は
、『
宇
治
拾
遺
』
と
『
尊
卑
文
脉
』
の
話
や
記
錄
に
言
乁
し
た
も
の
の
、
三
つ
の
話
の
成
立
に
お
け
る
關
係
に
つ
い
て
は
觸
れ
な
か
っ
た
。
（
３
）　
酒
井
美
沙
世
氏
は
、「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
硏
究―
「
住
居
」
怪
異
譚
に
見
る
〈
境
界
〉
の
諸
相―
」（『
日
本
文
學
』
第
九
七
號　
二
〇
〇
二
・
三
）
に
お
い
て
、『
宇
治
拾
遺
』
と
『
今
昔
』
と
の
翁
の
結
末
に
お
け
る
相
違
に
つ
い
て
、
屋
敷
の
荒
廢
に
伴
い
、
そ
こ
に
あ
っ
た
人
閒
界
と
異
界
の
境
界
が
崩
壞
し
、
水
神
の
力
が
弱
ま
っ
た
擧
句
に
人
閒
に
征
服
さ
れ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
し
か
し
、『
今
昔
』に
登
場
す
る
水
の
精
は
、『
宇
治
拾
遺
』
に
み
え
る
水
の
物
と
同
一
存
在
と
は
考
え
に
く
い
。
酒
井
氏
が
兩
者
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
詳
細
に
檢
討
せ
ず
に
同
一
存
在
だ
と
斷
定
し
た
と
こ
ろ
は
、
贊
同
で
き
な
い
。
（
４
）　
對
比
本
文
の
場
合
、
傍
線
部
は
兩
話
の
類
似
表
現
を
表
し
、
波
線
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
獨
自
表
現
を
表
す
。
以
下
同
樣
。
（
５
）　
「
二
條
院
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
河
海
抄
』「
帚
木
」
二
條
院
の
條
に
「
陽
成
院
を
二
條
院
と
號
云
々
、
脫
履
之
後
御
二
此
院
一。
二
條
以
北
、
大
炊
御
門
以
南
、
油
小
路
以
東
、
西
洞
院
以
西
也
」
と
あ
る
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
太
田
靜
六
は
、「
陽
成
天
皇
の
陽
成
院
と
朱
雀
天
皇
の
二
條
院
」（『
寢
殿
造
の
硏
究
』　
吉
川
弘
文
館　
一
九
八
七
・
二
）
に
お
い
て
、
陽
成
院
と
朱
雀
天
皇
の
二
條
院
と
を
同
じ
邸
宅
と
す
る
。
（
６
）　
『
二
中
歷
』
冷
泉
院
の
條
に
「
元
冷
然
院
。
依
二
火
事
一
改
レ
泉
」
と
あ
り
、『
拾
芥
抄
』
冷
泉
院
の
條
に
「
天
曆
御
記
、
然
者
改
二
冷
然
一
爲
二
冷
泉
一
也
」
と
あ
り
、『
河
海
抄
』「
若
菜
」
下
に
「
天
曆
八
年
三
月
十
一
日
、
改
二
冷
然
院
一、
爲
二
冷
泉
院
一
」
と
あ
る
の
を
參
照
。
（
７
）　
新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
の
頭
註
に
よ
る
と
、
中
宮
定
子
の
里
邸
・
村
上
帝
母
后
0
0
0
0
0
籘0
原
穩
子
の
二
條
院
0
0
0
0
0
0
0
（
朱
雀
天
皇
の
二
條
院
）・
籘
原
衟
長
の
二
條
第
の
い
ず
れ
を
指
す
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
（
８
）　
太
田
靜
六「
神
泉
苑
考
」（『
建
筑
學
會
論
文
集
』第
四
號　
一
九
三
七
・
二
）、
同
註
５
前
揭
著
書
參
照
。
（
９
）　
籘
原
賴
通
（
九
九
二
〜
一
〇
七
四
）
の
三
男
で
あ
る
橘
俊
綱
（
一
〇
三
五
〜
一
〇
九
四
）
作
と
さ
れ
る
。
（
10
）　
『
作
庭
記
』
本
文
の
引
用
は
、
萩
原
義
雄
『
日
本
庭
園
學
の
源
流
『
作
庭
記
』
に
お
け
る
日
本
語
硏
究
：
影
印
對
照
飜
刻
・
現
代
語
譯
・
語
の
註
解
』（
勉
誠
出
版　
二
〇
一
一
・
三
）
に
よ
る
。『
作
庭
記
』
や
庭
園
造
り
に
關
す
る
硏
究
は
、
主
に
森
蘊
『「
作
庭
記
」
の
世
界
：
平
安
朝
の
庭
園
美
』（
日
本
放
送
出
版
協
會　
一
九
八
六
・
三
）、
齊
籘
忠
一
『
圖
解
日
本
の
庭
：
石
組
に
見
る
日
本
庭
園
史
』（
東
京
堂
出
版　
一
九
九
九
・
九
）、
金
子
裕
之
編
『
古
代
庭
園
の
思
想―
神
仙
世
界
へ
の
憧
憬
』（
角
川
選
書　
二
〇
〇
二
・
六
）
な
ど
參
照
。
（
11
）　
『
漢
書
』
卷
八
十
七
上
・
揚
雄
傳
。『
文
選
』
卷
八
に
も
收
錄
。
（
12
）　
『
幽
明
錄
』
の
逸
文
は
『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
八
十
六
に
よ
る
。
祖
東
洋
の
思
想
と
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臺
之
『
志
怪
』・
任
昉
『
述
異
記
』
に
も
類
話
が
み
え
る
。
富
永
一
登
「
魯
迅
輯
『
古
小
說
鉤
沈
』
校
釋―
祖
臺
之
『
志
怪
』―
」（『
廣
島
大
學
文
學
部
紀
要
』
第
五
三
號　
一
九
九
三
・
一
二
）
參
照
。
（
13
）　
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
五
一–
一
〇
〇
四
中
。
（
14
）　
多
田
伊
織
は
、「
華
林
園
の
記
憶
」（
白
幡
洋
三
郞
編
『
作
庭
記
』
と
日
本
の
庭
園
』　
思
文
閣
出
版　
二
〇
一
四
・
三
）
に
お
い
て
、
正
史
か
ら
華
林
園
と
關
係
す
る
瑞
祥
・
災
異
・
聽
訴
・
樂
游
苑
・
玄
圃
の
記
錄
を
整
理
し
提
示
し
た
。
（
15
）　
『
榮
花
物
語
』
卷
十
七
「
や
う
や
う
お
は
し
ま
し
寄
る
ほ
ど
に
、
御
覽
じ
や
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
經
藏
、
鐘
樓
、
南
の
廊
な
ど
の
朝
日
に
照
り
耀
き
た
る
、
御
覽
じ
や
ら
れ
た
る
は
、
い
と
あ
さ
ま
し
く
御
目
も
お
よ
ば
ず
お
は
し
ま
し
て
、
大
門
入
ら
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
の
、
左
右
の
船
樂
、
龍
頭
鷁
首
舞
ひ
出
で
た
り
。
曲
を
合
せ
て
響
無
量
な
り
。
管
を
吹
き
絃
を
彈
き
、
鼓
を
打
ち
、
功
を
歌
ひ
、
德
を
舞
ふ
。
御
覽
ず
る
御
心
地
、
こ
の
世
の
こ
と
と
も
思
さ
れ
ず
」。『
扶
桑
略
記
』
村
上
天
皇
應
和
元
年
（
九
六
一
）「
閏
三
月
十
一
日
、
於
二
釣
殿
一
有
二
籘
花
宴
一。
龍
頭
鷁
首
舟
各
一
艘
。
有
二
童
舞
等
一。
關
白
左
大
臣
實
賴
朝
臣
彈
レ
箏
、
大
納
言
源
朝
臣
高
明
彈
二
琵
琶
一、
雅
信
朝
臣
吹
レ
笙
、
朝
忠
朝
臣
吹
レ
笛
」。
（
16
）　
こ
の
伐
木
譚
の
源
流
は
、
二
十
卷
本
『
搜
神
記
』
卷
十
八
「
怒
特
祠
」
な
ど
に
み
え
る
、
旄
頭
騎
の
起
源
傳
承
だ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
野
逹「
元
興
寺
の
大
槻
と
衟
場
法
師
」（『
專
修
國
文
』第
二
號　
一
九
六
七
・
九
）、
同
「
古
代
に
お
け
る
二
、
三
の
大
陸
說
話
の
飜
案
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
國
文
學
の
硏
究:
解
釋
と
敎
材
の
硏
究
』第
六
卷
三
號　
一
九
六
一
・
二
→
『
今
野
逹
說
話
文
學
論
集
』
第
三
部
上
代　
勉
誠
出
版　
二
〇
〇
八
・
三
）
な
ど
參
照
。
（
17
）　
苧
繩
に
關
す
る
硏
究
は
、
荒
川
理
惠
「
蛇
神
婚
姻
譚
と
苧
蔴
の
呪
力
―
「
天
な
る
や
」
歌
詞
解
釋
試
論
」（『
學
習
院
大
學
上
代
文
學
硏
究
』
第
二
五
號　
二
〇
〇
〇
・
三
）、
百
田
彌
榮
子
「
中
國
の
苧
環
の
絲―
三
輪
山
說
話―
」（『
說
話
・
傳
承
の
脫
領
域
』　
岩
田
書
院　
二
〇
〇
八
・
四
）、
馬
駿
「
苧
環
型
說
話
の
表
現
素
材
の
變
容
と
そ
の
源
流
」（
小
峯
和
明
編
『
東
ア
ジ
ア
の
今
昔
物
語
集
：
飜
譯
・
變
成
・
豫
言
』　
勉
誠
出
版　
二
〇
一
二
・
七
）
な
ど
參
照
。
蛇
體
の
水
の
神
の
神
婚
傳
承
に
つ
い
て
は
、
肥
田
野
昌
之
「
水
の
神
の
嫁
」（『
獨
協
大
學
敎
養
諸
學
硏
究
』
第
九
號　
一
九
七
五
・
三
）、
中
村
と
も
子
「
水
の
精
靈
と
し
て
の
蛇―
「
蛇
淵
型
」
傳
承
を
め
ぐ
っ
て
」（『
昔
話
傳
說
硏
究
』
第
三
二
號　
二
〇
一
三
・
四
）
な
ど
參
照
。
（
18
）　
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
五
三–
六
三
三
下
。
類
似
す
る
記
述
は
、『
法
苑
珠
林
』卷
六（
大
正
五
三–
三
二
〇
下
）に
引
く『
搜
神
記
』の
記
事「
夏0
鼎
志
0
0
曰
、
罔0
𧰼0
、
如
二
三
歲
兒
一、
赤
目
、
黑
色
、
大
耳
、
長
臂
、
赤
爪
。
索0
縛
、
則
可
二
得
⻝
一
」
に
も
み
え
る
。
こ
こ
の
『
夏
鼎
志
』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
、
佐
々
木
聰
は
、『
抱
朴
子
』
內
篇
・
登
涉
「
其
次
則
論
二
百
鬼
錄
一、
知
二
天
下
鬼
之
名
字
一、
乁
二
白
澤
圖
・
九
鼎
記
0
0
0
一、
則
衆
鬼
自
卻
」
に
み
え
る
『
九
鼎
記
』
そ
の
も
の
だ
と
す
る
（『
復
元　
白
澤
圖:
古
代
中
國
の
妖
怪
と
辟
邪
文
化
』　
白
澤
社　
二
〇
一
七
・
一
）。
（
19
）　
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
五
三–
五
二
五
下
。
（
20
）　
山
田
勝
美
「
螭
鬽
罔
兩
考
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
號　
一
九
『
今
昔
物
語
集
』
卷
二
十
七
第
五
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
考
（
崔
）
（ 123 ）
五
一
・
三
）
參
照
。
（
21
）　
浦
島
傳
說
が
交
わ
っ
て
い
る
の
は
、
Ⅰ
で
檢
證
し
た
中
の
島
の
蓬
萊
山
と
し
て
の
役
割
と
、
Ⅱ
で
提
示
し
た
目
を
つ
ぶ
る
と
い
う
異
次
元
を
徃
復
す
る
條
件
と
の
二
つ
の
共
通
要
素
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
。
（
22
）　
籘
原
爲
家
（
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
）
の
作
と
さ
れ
る
『
後
撰
集
正
義
』
に
は
、「
あ
け
て
た
に
、
何
に
か
は
せ
ん
、
み
つ
の
え
の　
浦
島
の
子
を　
思
ひ
や
り
つ
ゝ
」
と
い
う
和
歌
の
解
釋
に
、『
續
浦
島
子
傳
記
』
を
引
い
た
後
に
、「
或
云
、
丹
後
國
余
作
郡
朝
向
河
明
神
者
、
彼
浦
島
子
也
云
々
。
祭
有
之
」
と
、
浦
島
子
が
丹
後
國
與
謝
郡
に
祭
ら
れ
て
い
る
說
を
提
示
し
て
い
る
。
（
23
）　
地
仙
に
つ
い
て
は
、『
抱
朴
子
』
內
篇
・
論
仙
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
「
中
士
游
二
於
名
山
一、
謂
二
之
地
仙
一
」。
（
24
）　
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
に
所
收
の
三
つ
の
一
書
に
み
え
る
。『
古
事
記
』
に
は
、「
次
、
於
レ
尿0
成
神
、
名
二
彌
都
波
能
賣
0
0
0
0
0
神
一
」
と
あ
る
。『
日
本
書
紀
私
記
』（
乙
本
）
神
代
上
に
は
「
罔
𧰼
、
美
都
波
0
0
0
」
と
、（
丙
本
）
神
武
に
は
「
罔
𧰼
女　
美
津
波
不
女
0
0
0
0
0
」
と
、『
釋
日
本
紀
』
卷
二
に
は
「
罔
𧰼
、
バ
ウ
シ
や
ウ
」
と
、
同
卷
六
に
は
「
水
神
0
0
、
罔
𧰼
、
ミ
ツ
ハ
0
0
0
ノ
メ
。
ハ
ウ
シ
ヤ
ウ
。
史
記（
孔
子
世
家
十
三
）曰
、
水
之
怪
0
0
0
龍
罔
𧰼
。　
　
　
或
云
、
罔
𧰼
⻝
レ
人
。
一
名
、
沐
腫
。
」
と
あ
る
。
罔
𧰼
が
人
閒
を
喰
う
と
も
さ
れ
る
。
（
25
）　
『
新
撰
字
鏡
』「
鮫0
」
條
に
、「
今
作
レ
蛟0
。
古
希
反
。
有
レ
文
、
可
餝
二
刀
劍
一。佐
女
0
0
」と
あ
る
。サ
メ
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
「
下
總
國
相
馬
郡
、
蛟
蝄
神
社
」
と
あ
る
。
（
26
）　
『
日
本
書
紀
』
卷
十
一
。「
河
神
」
と
僞
っ
て
人
閒
を
生
贄
に
出
さ
せ
る
記
事
は
、
同
じ
仁
德
紀
十
一
年
（
三
二
三
）
鼕
十
月
條
の
「
衫ころ
も
の
こ
の
た
え
ま
子
斷
閒
」
記
事
に
も
み
え
る
。
匏
を
ウ
ケ
ヒ
に
用
い
る
點
に
お
い
て
通
ず
る
。
松
田
澔
「
縣
守
の
虬
退
治
と
「
妖
氣
」
と―
『
日
本
書
紀
』
仁
德
紀
・
圣
帝
傳
承
の
敍
述
方
法
と
「
無
爲
」―
」（『
日
本
神
話
を
ひ
ら
く
：「
古
事
記
」
編
纂
一
三
〇
〇
年
に
寄
せ
て
』　
フ
ェ
リ
ス
女
學
院
大
學　
二
〇
一
三
・
三
）
參
照
。
（
27
）　
ま
た
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
み
え
る
「
阿
波
國
美
馬
郡
、
彌
都
波
能
賣
神
社
」
に
註
目
し
、「
み
つ
は
の
め
」
と
「
み
つ
は
」・「
み
ぬ
ま
」
と
が
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
折
口
信
夫
「
水
の
女
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
２　
中
央
公
論
社　
一
九
九
五
・
三
）
參
照
。
（
28
）　
鎌
倉
時
代
末
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
鹿
島
宮
社
例
傳
記
』
に
は
、「
津
東
西
宮
ハ
、
貴
船
明
神　
高
龗
神
、
龍
神
也
」
と
あ
り
、
貴
船
明
神
を
高
龗
と
同
一
視
す
る
。
柳
田
國
男
「
龍
王
と
水
の
神
」（『
柳
田
國
男
』
第
三
〇
卷　
二
〇
〇
三
・
八
）、
高
橋
き
わ
「
身
を
隱
し
た
ま
ひ
き
「
カ
ミ
」―
水
の
神
祕
の
一
考
察―
」（『
白
百
合
女
子
大
學
硏
究
紀
要
』
第
三
八
號　
二
〇
〇
二
・
一
二
）、
近
籘
喜
愽
『
日
本
の
鬼―
日
本
文
化
探
求
の
視
角―
』（
櫻
楓
社　
一
九
七
五
・
六
→
講
談
社
學
術
文
庫　
二
〇
一
〇
・
八
）
な
ど
參
照
。
（
29
）　
源
時
中
が
小
柄
な
水
神
を
捕
獲
し
た
逸
話
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
分
脉
』
に
「
雲
客
之
時
、
於
二
東
三
條
0
0
0
一、
捕
二
水
神
靈
小
0
0
0
0
翁0
人0
一
也
」
と
あ
る
。
御
幤
使
を
務
め
た
記
錄
は
、『
本
朝
世
紀
』
正
曆
元
年
（
九
九
〇
）
九
月
條（
十
七
日
已
丑
。
天
晴
。
中
納
言
籘
原
顯
光
卿
・
參
議
源
時
中
0
0
0
卿
、
着
二
廳
座
一
聽
レ
政
、
結
政
無
二
申
文
之
事
一
也
。
次
着
二
左
仗
座
一、
申
二
行
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
五
號
（ 124 ）
貴
布
0
0
禰0
・
丹
生
川
上
兩
社
御0
幤0
使0
一。
竝
召
二
左
右
馬
寮
官
人
等
一、
令
レ
牽
二
進
赤
馬
各
亦
一
匹
一。
其
後
戌
二
刻
、
上
卿
退
出
）
に
あ
る
。
（
30
）　
『
日
本
歷
史
地
名
大
系
』「
堀
川
」
條
（
平
凡
社　
一
九
七
九
・
九
）。
（
31
）　
『
三
代
實
錄
』
貞
觀
十
七
年
（
八
七
五
）
六
月
條
。
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
水
の
精
、
寢
殿
造
、
罔
𧰼
、
ミ
ズ
チ　
